
重要度 Ａ

37001 作成日 更新日 H27.3.31

040100 責任者 担当者 財政担当

H23 ～ H27

区分

計画ど
おり

計画ど
おり

計画ど
おり

実施

完了

指標名 千円

年度 最終値

計画値 1,228,703

実績値

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 1,787,856

計画額 0

実績額 1,787,856

アクションプラン全体計画　（平成２３～２７年度）
推進項目 37 特別会計の見直し

番号・取組事業名 繰出金の抑制 H26.4.1

担当部署 財政部　財政課 成嶋　正俊

取組年度

効果 歳出削減

最終目標

・特別会計への基準外繰出金（決算ベース）を平成23年度予算額以下に抑制
 （一般会計から特別会計へ繰り出す場合、総務省から通達された基準「繰出基準」に基づいて繰り
出すことになる。この基準にある経費に対しての繰出金を「基準内繰出金」と言い、基準を超えた繰
出金や基準が示されていない経費に対しての繰出金を「基準外繰出金」と言う。）

年度 取組内容・目標

平成23年度
・平成23年度繰出基準に基づく各特別会計の基準項目の整理
・各特別会計に健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・平成24年度当初予算に反映

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

平成24年度
・平成24年度繰出基準に基づく各特別会計への基準項目の通知
・各特別会計の健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・平成25年度当初予算に反映

平成25年度
・平成25年度繰出基準に基づく各特別会計への基準項目の通知
・各特別会計の健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・平成26年度当初予算に反映

平成26年度
・平成26年度繰出基準に基づく各特別会計への基準項目の通知
・各特別会計の健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・特別会計の収支見込を作成し，適正額を支出

1,963,175 1,348,498 924,913 793,386

平成27年度
・平成27年度繰出基準に基づく各特別会計への基準項目の通知
・各特別会計の健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・特別会計の収支見込を作成し，適正額を支出

平成23年度当初予算における特別会計への基準外繰出額 単位

平成23年度

2,180,211 2,180,211 1,228,703 1,228,703 1,228,703

217,036 831,713 303,790 435,317

217,036 831,713 303,790 435,317 0

0 23年度以上 23年度以上 23年度以上 23年度以上

※下水道事業
特別会計が企
業会計へ移行
したため，計画
値・実績値から
控除した。

0 0 0 0 0
効
果
額

歳入
増加

歳出
削減

計

成果指標

見込まれる
その他効果
（金額以外）

Ｈ２６ 



重要度

37001 作成日 更新日

040100 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

アクションプラン（平成２６年度）
推進項目 37 特別会計の見直し Ａ

番号・取組事業名 繰出金の抑制 H26.4.1 H27.3.31

担当部署 財政部　財政課 成嶋　正俊 財政担当

取組内容・目標

平成26年度
・平成26年度繰出基準に基づく各特別会計への基準項目の通知
・各特別会計の健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・特別会計の収支見込を作成し，適正額を支出

取組項目

平成26年度繰出基準に基づく各特別会計への基準項目の通知

各特別会計の健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）

収支見込の作成（4半期と5月末の年5回を目安）

進捗

コメント

計画どおり コメント
・6月（6～9月末見込）に収支見込を作成。月単位の収支見込を行
い，適正額の繰出しを実施している。

進捗・実績

1,228,703 793,386

年
度
末

成果指標名

計画変更
（次年度
以後）

計画値 実績値

当初予算編成において，基準外繰出金を前年度以下に抑制した。

達　成

計画どおり

取組内容 無

計画値 無

各特別会計の実態を踏まえて見直しを継続していくこと。

コメント

コメント
指示事項

評
価

平成23年度当初予算における特別会計への基準
外繰出額

石黒　博 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ａ

継続実施

<<
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